
　今月の九州沖縄・中国四国地方の大雨災害は、TVやネット媒体でご存知のこと

と思います。2021年7月1日版の防災通信（9）「梅雨末期の大雨への備え」→

を再度お知らせいたします。また、新たな情報を以下にお知らせいたします。

　よく、「西の方をみれば、これからの天気がわかる」と言われています。

これは日本のような中緯度（北緯35度あたり）の地域における、偏西風の影響です。
今月は、梅雨前線が停滞しており、7月8日くらいから7月10日ごろの九州の荒天が、
翌日、信州に移動してくることはありませんでしたが、

2023年 7月 10日 7時30分
気象庁　発表

レベル５　大雨特別警報
　福岡県
　　久留米市　八女市
　　うきは市　朝倉市
　　東峰村　添田町

　7月10日は未明から、このような警報が、矢継ぎ早に発せられました。
このあと、8時過ぎには、大分県日田市もレベル５（黒の警戒レベル）になります。

ですので、松本市が紫色や黒色表示されたとしても、慌てず、詳細情報を得るように
つとめてください、乗鞍上高地地区と松原地区は災害の種類もレベルも違うことがあります。

出典：　気象庁、TVメディア

松本市は「乗鞍上高地」地区も含みます。

西日本方面の荒天は「明日は我が身」と考えて備えましょう

【大雨特別警報・注意報】

この図で注意すべき点は、市町村くくりの表示である点です。

防災通信
－　梅雨末期の大雨に厳重注意を　－

松原第６町会　2023年 7月  12日

松原第６町会防災アドバイザー　黒澤

【天気は西から　九州の天気は翌日の信州の天気】
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